
  

 

 
 
 
  
 
 
 
 
 

 
年末年始等を迎え人の増加が認められること、今後も渡り鳥が飛

来・滞在するシーズンが続くことから、引き続き緊張感をもって防
疫対策にあたることが重要です。 

 

口蹄疫   

近年、近隣アジア諸国での発生が確認されており、今後、人や物

の動きが増加すると国内へのウイルス侵入リスクが高まると考えら

れます。 

アフリカ豚熱（ASF）   

2021年は中国や韓国で飼養豚や野生イノシシでの感染が確認さ

れています。また、海外からの旅客が違法に持ち込もうとした豚肉

製品からASFウイルス及びその遺伝子が検出されています。 

 

豚熱（CSF）  

今年度、国内では７県12事例発生しています。また、最上管内の

野生イノシシで豚熱感染が確認されました。 

 

高病原性鳥インフルエンザ   

本年11月以降、国内では８県９事例が確認されています。野鳥や

環境中から高病原性鳥インフルエンザウイルスが分離されており、

今後も予断を許さない状況です。 
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年末年始等に向けた 

防疫対策の徹底をお願いします！ 

農場への病原体侵入を防止するため、 

以下の防疫対策の徹底をお願いします！ 



技能実習生等の外国人の従業員を    
受け入れている畜産農家では以下を徹底 
☆肉製品を日本に持ち込まない・持ち込ませない！ 

☆帰国後、空海港の動物検疫所カウンター 

に立ち寄り、家畜防疫官の指導を受けましょう！ 

農場への病原体侵入防止の徹底 
☆関係者以外衛生管理区域や畜舎に立ち入らないこと 

☆不要な物を持ち込まないこと 

☆防護柵、防鳥ネットの確認 

☆人・車両の出入り時の消毒の徹底 

☆農場周辺の消石灰散布などの消毒の徹底 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

  
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

毎日健康観察を実施し、家畜に異状を認めた際は、すぐに診療獣

医師か家畜保健衛生所に連絡してください。 

 

 

 

 

 

衛生管理区域に 

立ち入る車両の消毒 

連絡先：最上家畜保健衛生所（休日・夜間も対応） 

Tel：0233-29-1357 

 

 

早期発見・通報の徹底をお願いします！！ 

畜産関係者等の海外渡航自粛の徹底 


